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第
四
十 

  
 

絡 

繰 
   
 
 
 
 

一 
  

表
題
「
絡
繰
」
は
「
か
ら
く
り
」
と
読
む
。 

 

糸
や
ゼ
ン
マ
イ
、
バ
ネ
、
歯
車
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
、
一
定
の

（
あ
る
い
は
特
定
の
）
動
き
を
す
る
装
置
、
仕
組
み
を
指
す
。「
唐

繰
」「
機
巧
」
と
も
書
き
、「
機
」「
械
」
の
一
文
字
で
そ
う
訓
ま
せ

る
こ
と
も
あ
る
。 

 

祭
礼
の
山
車
の
上
で
賑
や
か
し
く
身
振
り
手
振
り
を
す
る
人
形
を

思
え
ば
、
ま
ず
間
違
い
は
な
い
。 

 

十
八
世
紀
、
本
邦
に
計
算
機
の
ア
イ
デ
ア
は
な
か
っ
た
が
、
絡
繰

を
作
る
技
術
は
あ
っ
た
。
山
車
人
形
の
ほ
か
、
足
踏
み
で
自
走
す
る

陸
舟
車
、
足
踏
み
式
の
三
輪
車
、
空
気
銃
、
蒸
気
船
（
模
型
）、
萬

年
自
鳴
計
、
茶
運
び
人
形
、
か
ら
く
り
御
籤
（
み
く
じ
）
な
ど
の
現

物
な
い
し
レ
プ
リ
カ
が
残
っ
て
い
る
。 

 

逸
見
治
郎
が
東
京
の
猿
楽
町
で
マ
ン
ハ
イ
ム
計
算
尺
の
複
製
に
苦

心
し
、
矢
頭
亮
一
が
東
京
・
雑
司
ヶ
谷
の
工
場
で
「
自
動
算
盤
」
の

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
た
一
九
〇
二
年
の
十
二
月
、「
国
勢
調
査
法
」

が
成
立
し
た
。 

 

国
勢
院
の
審
査
官
・
高
橋
二
郎
は
そ
れ
以
前
か
ら
、
逓
信
省
に
対

し
て
調
査
に
使
う
計
算
機
を
開
発
す
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
た
。
現

役
を
引
退
し
た
と
は
い
え
、
学
術
界
と
政
府
内
に
影
響
力
を
持
っ
て

い
た
杉
亨
二
が
後
押
し
し
た
こ
と
は
、
す
で
に
書
い
た
。 
 

逓
信
省
は
こ
の
た
め
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ホ
レ
リ
ス
式
計
算
装
置
に

関
す
る
文
献
を
手
に
入
れ
た
。
そ
れ
を
も
と
に
、
パ
ン
チ
カ
ー
ド
式

集
計
装
置
を
国
産
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
製
作
を
指
示
さ
れ
た

の
は
、
同
省
の
電
信
燈
台
用
品
製
造
所
の
技
師
で
あ
っ
た
川
口
市
太

郎
で
あ
る
。 

 

川
口
は
福
岡
県
久
留
米
に
生
ま
れ
、
幕
末
の
発
明
家
で
「
か
ら
く

り
儀
右
衛
門
」
の
異
称
を
取
っ
た
初
代
・
田
中
久
重
に
師
事
し
た
。

当
時
は
「
同
郷
」
と
い
う
こ
と
が
、
免
罪
符
あ
る
い
は
通
行
手
形
の

よ
う
に
機
能
し
た
。
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
に
師
匠
の
田
中
と
と

も
に
佐
賀
鍋
島
藩
に
招
か
れ
、
精
錬
所
で
蒸
気
機
関
や
鉄
砲
の
製
造

に
従
事
し
た
。 

 

の
ち
幕
府
に
取
り
立
て
ら
れ
、
お
台
場
に
設
置
す
る
大
砲
の
鋳
造

を
行
い
、
明
治
初
年
に
三
輪
自
転
車
を
独
自
に
開
発
し
た
こ
と
で
も

知
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
一
介
の
職
人
の
扱
い
で
あ
っ
た
た
め
に
、
詳

細
な
履
歴
が
残
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

ち
な
み
に
田
中
久
重
の
弟
子
に
当
た
る
金
子
庄
右
衛
門
が
田
中
の

養
子
と
な
り
、「
田
中
久
重
」
の
名
を
襲
っ
た
。
そ
の
二
代
目
田
中
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久
重
が
一
八
七
三
年
、
東
京
・
麻
布
に
機
械
工
場
「
田
中
製
作
所
」

を
建
設
し
、
八
二
年
に
い
た
っ
て
工
場
に
「
芝
浦
製
作
所
」
の
名
称

を
つ
け
た
。 

 

川
口
は
二
代
目
田
中
久
重
の
協
力
を
得
て
計
算
装
置
の
製
作
に
着

手
し
た
が
、
英
語
の
文
献
の
み
を
頼
り
に
実
用
に
耐
え
る
機
械
装
置

を
作
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
辛
苦
は
推
測
し
て
余
り
あ
る
。
作
業
は
ま

ず
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
取
り
寄
せ
た
技
術
資
料
の
翻
訳
か
ら
始
ま
っ
た
。 

  

・
水
銀
を
張
っ
た
箱
に
ゴ
ム
板
の
封
を
す
る
。 

 

・
ゴ
ム
板
の
上
に
、
穴
を
穿
っ
た
厚
紙
を
置
く
。 

 

・
厚
紙
に
は
穴
を
穿
つ
場
所
が
整
然
と
並
び
、
こ
こ
に
同
じ
数
の 

 
 

針
を
植
え
つ
け
た
板
を
押
し
当
て
る
。 

 

・
針
は
伸
縮
自
在
に
な
っ
て
い
て
、
障
害
物
が
あ
れ
ば
下
に
下
が 

 
 

り
、
穴
が
あ
れ
ば
上
に
上
が
る
。 

 

・
水
銀
液
と
針
板
に
、
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
の
電
極
を
取
り
付
け 

 
 

る
。 

 

・
厚
紙
に
穴
が
開
い
て
い
る
場
所
は
針
が
水
銀
に
接
し
電
流
が
流 

 
 

れ
る
。 

 

・
針
の
数
だ
け
ス
イ
ッ
チ
が
あ
る
。 

 

・
さ
ら
に
ス
イ
ッ
チ
の
数
だ
け
、
時
計
の
形
を
し
た
回
転
式
集
計 

 
 

器
を
用
意
す
る
。 

 

・
円
周
を
百
に
区
分
し
、
長
針
が
一
回
転
す
る
と
短
針
が
一
目
盛 

 
 

進
む
。 

  

長
針
が
一
回
転
す
る
と
短
針
が
一
目
盛
進
む
の
は
、
大
小
の
歯
車

を
組
み
合
わ
せ
た
時
計
の
原
理
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
秒
・
分
・
時
の

時
計
は
一
巡
で
八
万
六
千
四
百
を
刻
む
。
川
口
が
作
っ
た
計
算
絡
繰

の
集
計
器
は
一
器
あ
た
り
一
〇
〇
×
一
〇
〇
だ
っ
た
の
で
一
万
を
数

え
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
も
う
一
つ
の
回
転
式
集
計
器
を
取
り

付
け
る
こ
と
で
一
万
×
一
万
倍
の
集
計
が
可
能
に
な
る
。 

 

理
屈
が
分
か
れ
ば
、
あ
と
は
お
手
の
も
の
だ
っ
た
。 

 

彼
は
持
ち
前
の
器
用
さ
を
生
か
し
、
一
九
〇
四
年
、
試
作
機
を
完

成
し
た
。
外
観
は
「
ア
リ
ス
モ
メ
ー
ト
ル
」
に
類
し
、
前
面
に
複
数

の
回
転
式
集
計
器
が
備
え
ら
れ
た
。
パ
ン
チ
カ
ー
ド
を
読
み
取
り
、

そ
れ
で
桁
上
が
り
を
算
出
す
る
の
で
あ
る
。 

 

国
勢
院
は
テ
ス
ト
を
兼
ね
て
「
川
口
式
集
計
分
類
機
械
装
置
」
を

部
内
の
計
算
業
務
に
使
っ
た
が
、
最
大
の
難
問
は
厚
紙
（
パ
ン
チ
カ

ー
ド
）
の
設
計
だ
っ
た
。 

 

初
期
の
ホ
レ
リ
ス
計
算
装
置
が
使
っ
て
い
た
パ
ン
チ
カ
ー
ド
の
大

き
さ
は
三
×
五
・
五
イ
ン
チ
（
七
十
五
×
百
四
十
ミ
リ
）、
そ
こ
に

一
列
四
十
五
個
の
穿
孔
欄
が
あ
っ
た
。
情
報
処
理
用
語
で
い
え
ば

「
カ
ラ
ム
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
男
、
女
で
二
カ
ラ
ム
、
年
齢
を

十
歳
刻
み
に
す
れ
ば
十
一
カ
ラ
ム
、
五
歳
刻
み
で
二
十
二
カ
ラ
ム
、

職
業
を
二
十
職
種
と
し
て
二
十
カ
ラ
ム
。
こ
れ
で
最
初
の
一
列
が
終
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る
。 

 
大
規
模
な
調
査
の
集
計
に
適
用
す
る
に
は
信
頼
性
の
点
で
問
題
が

あ
っ
た
。
機
械
装
置
の
動
作
で
は
な
く
、
パ
ン
チ
カ
ー
ド
の
製
法
と

穿
孔
の
技
術
が
未
熟
だ
っ
た
。
薄
く
ひ
い
た
紙
を
重
ね
て
張
り
合
わ

せ
る
の
だ
が
、
墨
と
筆
を
前
提
と
し
た
和
紙
の
材
料
（
楮
、
三
椏
、

雁
皮
な
ど
）
は
向
い
て
い
な
か
っ
た
。
加
え
て
日
本
に
は
湿
度
と
い

う
難
敵
が
あ
っ
た
。 

 

実
際
、
昭
和
に
入
っ
て
設
立
さ
れ
た
「
日
本
ワ
ッ
ト
ソ
ン
統
計
会

計
機
械
」（
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
前
身
）
と
い
う
会
社
が
横
浜
の
本
社
二

階
で
パ
ン
チ
カ
ー
ド
を
国
産
化
す
る
作
業
に
努
力
し
た
。
そ
の
と
き

で
さ
え
実
用
に
耐
え
う
る
厚
紙
を
作
る
に
は
相
応
の
苦
心
が
要
っ
た
。

国
勢
院
と
逓
信
省
は
、
パ
ン
チ
カ
ー
ド
に
使
う
紙
の
製
法
ま
で
研
究

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

 

部
内
の
計
算
業
務
に
適
用
し
つ
つ
改
良
を
加
え
、「
川
口
式
集
計

分
類
機
械
装
置
」
は
「
逓
信
省
式
電
気
式
集
計
分
類
装
置
」
の
名
で

制
式
に
採
用
さ
れ
た
。
一
九
二
〇
年
の
第
一
回
国
勢
調
査
を
目
指
し

て
、
芝
浦
製
作
所
に
お
い
て
十
一
台
が
製
作
さ
れ
て
い
る
。
十
一
台

あ
れ
ば
、
お
お
む
ね
内
外
地
の
人
口
を
計
算
す
る
の
に
充
分
と
見
積

も
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
第
一
回
国
勢
調
査
で
は
一
台
で
八
百

三
十
万
人
分
の
デ
ー
タ
を
処
理
し
て
い
る
か
ら
、
逓
信
省
、
国
勢
院

の
見
積
り
は
正
し
か
っ
た
。 

 

一
斉
調
査
が
終
了
し
、
い
よ
い
よ
集
計
作
業
に
入
ろ
う
と
し
た
一

九
二
三
年
（
大
正
十
二
）
の
九
月
、
大
地
が
揺
れ
た
。 

 

関
東
大
震
災
で
あ
る
。 

 

深
川
あ
た
り
に
発
生
し
た
火
災
は
隅
田
川
を
越
え
、
虎
ノ
門
に
あ

っ
た
芝
浦
製
作
所
の
工
場
を
襲
っ
た
。
こ
の
た
め
に
十
一
台
の
う
ち

十
台
ま
で
が
焼
失
し
た
。 
 

国
勢
院
の
職
員
が
受
け
た
シ
ョ
ッ
ク
は
大
き
か
っ
た
。 

 

こ
の
と
き
国
勢
院
は
、
ホ
レ
リ
ス
式
の
手
動
カ
ー
ド
穿
孔
機
と
検

孔
機
を
ア
メ
リ
カ
に
発
注
し
て
い
た
。
そ
れ
と
亀
の
甲
穿
孔
機
と
川

口
式
集
計
分
類
装
置
を
連
動
さ
せ
て
、
集
計
作
業
を
行
う
計
画
だ
っ

た
。
十
一
台
の
う
ち
十
台
ま
で
が
焼
失
し
た
の
で
は
、
集
計
・
分
類

の
計
画
を
大
幅
に
変
更
せ
ざ
る
を
得
な
い
。 

 

た
だ
一
台
の
み
残
っ
た
川
口
式
集
計
分
類
装
置
は
、
東
京
・
新
宿

の
総
務
省
統
計
セ
ン
タ
ー
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
概
観
は
飛
騨
春
慶

の
塗
り
の
よ
う
な
高
級
感
が
あ
り
、
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
な
ア
ッ
プ
ラ
イ

ト
ピ
ア
ノ
と
見
ま
ご
う
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
装
置
が
、

よ
く
ぞ
震
災
と
第
二
次
大
戦
の
空
襲
を
免
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。 

  
 
 
 
 

二 
  

第
二
次
大
戦
前
の
国
産
計
算
機
と
し
て
最
も
成
功
し
た
の
は
「
タ

イ
ガ
ー
計
算
器
」
で
あ
る
。
初
期
の
モ
デ
ル
は
手
廻
し
の
機
械
式
だ

っ
た
が
、
の
ち
電
動
式
と
な
り
、
国
内
ば
か
り
で
な
く
ア
メ
リ
カ
、
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
輸
出
さ
れ
た
。
戦
後
に
い
た
っ
て
も
な
お
、
最
も

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
計
算
機
と
し
て
販
売
さ
れ
、
戦
前
か
ら
の
累
計
出
荷

台
数
は
五
十
万
台
を
超
え
て
い
る
。 

 

発
明
し
た
の
は
大
本
寅
治
郎
と
い
っ
た
。 

 

一
八
七
八
年
、
大
阪
に
生
ま
れ
、
一
九
一
二
年
の
九
月
に
「
大
本

鉄
工
所
」
を
大
阪
府
西
成
郡
豊
崎
町
南
浜
に
設
立
し
た
。
同
じ
年
に

日
本
鋼
管
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。 

鉄
鋼
業
の
確
立
は
明
治
政
府
が 

 

「
国
家
の
基
盤
で
あ
る
」 

 

と
し
て
、
最
も
力
を
入
れ
た
分
野
だ
っ
た
。
だ
が
そ
の
た
め
に
は
、

巨
大
な
投
資
が
必
要
な
う
え
、
生
産
し
た
粗
鋼
を
消
費
す
る
産
業
を

育
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
第
一
は
、
い
う
ま
で
も
な
く

軍
需
で
あ
る
。
銃
砲
、
重
機
お
よ
び
、
艦
船
が
中
心
だ
っ
た
。
中
で

も
四
面
を
海
に
囲
ま
れ
た
こ
の
列
島
の
条
件
か
ら
、
鋼
鉄
製
の
艦
船

の
建
造
が
手
っ
取
り
早
か
っ
た
。 

 

こ
の
た
め
政
府
は
一
八
九
六
年
に
「
造
船
奨
励
法
」
を
定
め
て
、

総
排
水
量
七
百
ト
ン
以
上
の
鋼
鉄
製
艦
船
を
建
造
す
る
場
合
、
補
助

金
を
交
付
し
て
造
船
業
の
育
成
・
振
興
に
努
め
た
。
そ
の
成
果
を
代

表
す
る
の
は
一
八
九
八
年
に
竣
工
し
た
総
排
水
量
六
千
ト
ン
の
貨
客

船
「
常
陸
丸
」
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
船
の
運
命
は
は
か
な
か
っ
た
。

就
航
か
ら
わ
ず
か
六
年
後
の
一
九
〇
四
年
六
月
、
日
本
海
を
航
行
中

に
ロ
シ
ア
海
軍
の
砲
撃
を
受
け
て
沈
没
し
て
い
る
。 

 

一
八
九
七
年
、
政
府
は
北
九
州
八
幡
に
「
八
幡
製
鉄
所
」
を
建
設

し
た
。
操
業
を
始
め
た
の
は
一
九
〇
一
年
で
あ
る
。
中
国
の
大
冶
鉄

山
―
―
張
之
洞
が
ド
イ
ツ
の
資
本
を
引
き
入
れ
て
掘
削
し
、
伊
藤
博

文
と
会
談
し
て
鉄
鉱
石
と
コ
ー
ク
ス
を
交
換
輸
入
す
る
こ
と
で
合
意

し
た
―
―
か
ら
輸
入
し
た
鉄
鉱
石
を
原
材
料
に
、
銑
鉄
か
ら
粗
鋼
ま

で
を
一
貫
生
産
す
る
体
制
が
こ
う
し
て
整
っ
た
。 

 

造
船
業
の
勃
興
を
受
け
て
、
月
島
製
鋼
所
、
大
阪
鋳
鉄
所
な
ど
が

操
業
を
開
始
し
、
一
九
〇
五
年
に
は
広
島
県
・
呉
海
軍
工
廠
で
一
万

三
千
ト
ン
の
戦
艦
「
筑
波
」「
生
駒
」
が
、
翌
〇
六
年
に
は
横
須
賀

造
船
所
で
一
万
九
千
ト
ン
の
戦
艦
「
薩
摩
」「
安
芸
」
の
建
造
が
始

ま
っ
た
。
世
界
で
最
初
に
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
を
搭
載
し
た
「
安
芸
」
は
、

竣
工
当
時
、
大
型
戦
艦
と
し
て
世
界
最
速
を
誇
っ
た
。 

 

加
え
て
、
東
京
や
大
阪
な
ど
で
ビ
ル
が
建
ち
、
道
路
交
通
が
増
加

し
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
鉄
製
の
橋
が
建
築
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ビ
ル
は
、
一
九
〇
七
年
に
完
成
し
た
銀
座
・

三
越
デ
パ
ー
ト
が
そ
の
最
初
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。 

 

製
鉄
業
の
発
展
と
と
も
に
鉄
工
業
も
盛
ん
に
な
っ
た
が
、
大
本
鉄

工
所
が
受
注
す
る
の
は
単
品
生
産
の
特
注
品
が
多
か
っ
た
。
設
計
図

に
従
っ
て
鉄
を
切
断
し
、
折
り
曲
げ
る
の
で
あ
る
。
受
注
は
順
調
に

伸
び
た
が
、
彼
は
、 

 

―
―
や
み
く
も
に
受
注
を
こ
な
し
て
い
る
だ
け
で
は
、
企
業
と
し

て
発
展
は
望
め
な
い
。 
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と
考
え
た
。 

 
図
面
を
読
み
違
え
る
と
た
い
へ
ん
な
損
害
が
生
じ
た
。
長
さ
、
厚

さ
の
異
な
る
鉄
の
加
工
品
を
効
率
よ
く
仕
上
げ
て
い
く
に
は
、
工
程

管
理
と
原
価
の
把
握
が
欠
か
せ
な
か
っ
た
。 

 

一
九
一
〇
年
代
の
後
半
に
入
る
と
、
産
業
界
で
「
事
務
能
率
の
増

進
」
が
啓
蒙
さ
れ
た
。
折
か
ら
計
数
的
経
営
手
法
が
も
て
は
や
さ
れ
、

彼
も
講
習
会
な
ど
に
参
加
し
て
近
代
的
企
業
経
営
の
手
法
を
学
ん
だ

が
、
ア
メ
リ
カ
製
の
統
計
会
計
機
は
べ
ら
ぼ
う
に
高
価
で
、
と
て
も

購
入
で
き
な
い
。
そ
こ
で
彼
は
、
簡
易
に
計
算
で
き
る
安
価
な
機
械

を
作
ろ
う
と
思
い
立
っ
た
。 

 

―
―
そ
れ
は
一
九
一
九
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 

と
タ
イ
ガ
ー
計
算
器
資
料
館
は
記
す
。 

  
 
 
 
 

三 
  

一
九
二
三
年
、
四
年
五
カ
月
の
歳
月
と
多
額
の
資
金
を
投
入
し
て

一
号
機
が
完
成
し
た
。
オ
ド
ナ
ー
の
手
廻
し
式
計
算
機
を
模
倣
し
た

も
の
だ
っ
た
が
、
十
進
法
を
採
用
し
、
計
算
す
る
数
字
を
カ
ウ
ン
タ

ー
に
表
示
す
る
な
ど
、
随
所
に
使
い
や
す
さ
の
工
夫
を
凝
ら
し
て
い

た
。 

 

計
算
の
能
力
は
最
大
二
十
桁
で
あ
る
。
二
十
桁
と
い
え
ば
最
大
九

千
九
百
九
十
九
京
九
千
九
百
九
十
九
兆
九
千
九
百
九
十
九
億
九
千
九

百
九
十
九
万
九
千
九
百
九
十
九
ま
で
の
集
計
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。 

 

大
本
寅
治
郎
の
「
寅
」
を
取
っ
て
「
虎
印
計
算
器
」
と
命
名
し
て

発
売
し
よ
う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
持
ち
込
ん
だ
販
売
会
社
か
ら 

 

「
ま
ず
売
れ
ま
す
ま
い
」
と
い
う
返
事
を
得
た
。 

 

「
そ
れ
は
不
審
な
。
こ
れ
ほ
ど
精
緻
な
マ
シ
ン
は
世
界
広
し
と
い

え
ど
も
あ
り
ま
せ
ぬ
ぞ
」 

 

「
い
や
い
や
、
さ
よ
う
な
こ
と
は
こ
の
際
、
ど
う
で
も
い
い
」 

 

「
ま
す
ま
す
不
審
で
あ
る
。
理
を
う
か
が
い
た
い
」 

 

「
し
か
ら
ば
」 

 

と
係
は
言
っ
た
。 

 

「
虎
印
と
い
う
名
前
で
は
、
国
産
品
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
は

あ
り
ま
せ
ぬ
か
。
国
産
の
計
算
器
な
ど
、
信
用
さ
れ
ま
せ
ぬ
。
信
用

さ
れ
ね
ば
売
れ
ぬ
の
が
商
売
」 

 

や
り
と
り
の
一
々
は
定
か
で
な
い
が
、
大
筋
は
こ
と
の
よ
う
な
こ

と
だ
っ
た
。 

 

そ
こ
で
型
式
を
少
し
直
し
、「
虎
」
を
英
語
に
置
き
換
え
て
「
Ｔ

Ｉ
Ｇ
Ｅ
Ｒ
」
の
ブ
ラ
ン
ド
で
売
り
出
し
た
。
輸
入
モ
ノ
の
ご
と
き
名

前
に
変
え
た
と
た
ん
、
そ
の
初
日
に
二
百
四
十
五
円
の
機
械
が
売
れ

た
と
い
う
。
い
か
に
も
当
時
ら
し
い
。 

 
手
廻
し
式
計
算
機
は
、
多
く
の
メ
ー
カ
ー
が
「
時
代
遅
れ
」
と
し

て
手
を
出
さ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
大
本
は
電
動
式
へ
の
転
換
を

ひ
そ
か
に
考
え
て
い
た
。
そ
の
研
究
は
一
九
三
七
年
に
実
を
結
び
、
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特
許
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 
す
な
わ
ち
、 

  

・
廻
転
計
算
器
ニ
於
ケ
ル
廻
転
表
示
ノ
桁
送
リ
装
置 

 

・
廻
転
計
算
器
ニ
於
ケ
ル
廻
転
表
示
輪
ノ
廻
転
装
置 

  

で
あ
る
。
こ
の
特
許
は
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
で
も
認

め
ら
れ
て
い
る
。 

 

ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
開
催
さ
れ

た
万
国
博
覧
会
に
出
品
し
た
と
こ
ろ
、
各
国
の
産
業
界
か
ら
注
文
が

殺
到
し
た
。
こ
れ
に
自
信
を
得
た
大
本
は
、
一
九
四
〇
年
十
月
、
計

算
器
の
販
売
を
専
業
す
る
「
タ
イ
ガ
ー
計
算
器
販
売
株
式
会
社
」
を

資
本
金
十
八
万
円
で
創
立
し
た
。
本
社
を
東
京
に
置
き
、
大
阪
を
は

じ
め
、
札
幌
、
仙
台
、
名
古
屋
、
広
島
、
福
岡
、
京
城
、
大
連
、
台

湾
、
新
京
、
奉
天
、
北
京
・
上
海
な
ど
に
出
張
所
を
設
け
た
。 

 

第
二
次
大
戦
の
勃
発
で
、「
計
算
装
置
の
製
造
は
不
急
の
事
業
」

と
さ
れ
、
軍
需
工
場
へ
の
転
換
が
強
要
さ
れ
た
が
、
大
本
は
一
方
で

軍
の
要
請
に
応
え
つ
つ
、
終
戦
ま
で
計
算
器
の
生
産
を
続
け
た
。
ア

メ
リ
カ
空
軍
の
空
襲
で
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
の
本
社
・
事
業
所
を

焼
失
し
、
さ
ら
に
敗
戦
で
京
城
、
大
連
、
台
湾
、
新
京
、
奉
天
、
北

京
、
上
海
の
事
業
所
を
連
合
軍
に
接
収
さ
れ
た
も
の
の
、
戦
後
復
興

の
需
要
を
い
ち
早
く
つ
か
み
、
一
九
四
七
年
に
は
早
く
も
東
京
・
銀

座
西
二
丁
目
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
本
社
を
建
設
し
て
、
事
業

を
再
開
し
て
い
る
。 

 

手
軽
な
事
務
用
計
算
装
置
と
し
て
一
九
七
〇
年
ま
で
生
産
さ
れ
、

ピ
ー
ク
時
は
年
間
四
万
台
を
売
り
ま
く
っ
た
。
電
子
計
算
機
を
使
っ

て
計
算
業
務
を
行
っ
て
い
た
専
門
家
で
さ
え
、
検
算
に
タ
イ
ガ
ー
計

算
器
を
用
い
た
。
電
子
計
算
機
を
購
入
で
き
な
か
っ
た
設
計
事
務
所

や
研
究
所
、
大
学
な
ど
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
こ
の
装
置
を
利
用
し
て
い

た
。 

 

ハ
ン
ド
ル
を
回
し
、
チ
ン
と
鐘
が
鳴
れ
ば
答
え
が
出
た
。 

 

そ
の
後
、
多
く
の
メ
ー
カ
ー
が
類
似
の
計
算
器
を
生
産
し
、
一
九

六
〇
年
代
ま
で
、
事
務
処
理
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
機
器
と
さ

れ
た
。
だ
が
、
Ｉ
Ｃ
を
搭
載
し
た
電
子
卓
上
計
算
機
が
登
場
し
た
。 

 

電
子
が
そ
の
命
脈
を
絶
っ
た
。 

         



第 40 絡 繰（補注） 

  

 
 〜

〜
〜
〜 

補 

注 

〜
〜
〜
〜 

 

陸
舟
車 
武
蔵
・
児
玉
郡
の
庄
田
門
弥
と
い
う
農
民
が
独
創
し
た
。
陸
上
の

舟
の
意
味
。ペ
ダ
ル
を
踏
む
と
動
力
が
歯
車
で
車
輪
に
伝
わ
る
構
造
だ
っ
た
。 

足
踏
み
式
三
輪
車 
彦
根
藩
士
の
平
石
久
平
次
（
ひ
ら
い
し
・
く
へ
い
じ
／

１
６
９
６
〜
１
７
７
１
。
諱
は
「
時
光
」）
が
庄
田
門
弥
の
陸
舟
車
に
ヒ
ン
ト

を
得
て
製
作
し
た
。
ハ
ン
ド
ル
と
ペ
ダ
ル
を
備
え
て
い
た
。 

萬
年
自
鳴
計 

嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）、
田
中
久
重
が
製
作
し
た
。
京
都
に

お
け
る
太
陽
と
月
の
動
き
、
月
齢
、
時
刻
、
曜
日
、
二
十
四
節
気
、
干
支
な

ど
を
自
動
的
に
模
型
ま
た
は
針
で
示
し
た
。
設
計
上
は
一
回
の
ゼ
ン
マ
イ
巻

で
一
年
間
動
く
構
造
だ
っ
た
。 

茶
運
び
人
形 

人
形
が
持
つ
茶
托
に
茶
碗
を
乗
せ
る
と
客
の
い
る
と
こ
ろ
ま

で
運
び
、
茶
碗
の
取
る
と
止
ま
る
。
飲
み
終
わ
っ
た
茶
碗
を
茶
托
に
置
く
と

元
の
場
所
に
戻
る
。
寛
政
九
年
（
一
七
九
六
）
刊
の
『
機
巧
図
彙
』
に
内
部

構
造
の
詳
細
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

か
ら
く
り
御
籤 

人
が
近
づ
く
と
神
楽
が
鳴
っ
て
機
械
仕
掛
け
の
獅
子
舞
が

は
じ
ま
る
。
そ
れ
に
つ
ら
れ
て
硬
貨
を
投
入
し
て
御
籤
（
み
く
じ
）
の
種
類

を
選
ぶ
と
、
獅
子
が
舞
い
な
が
ら
御
籤
を
届
け
る
。
京
都
市
錦
小
路
の
錦
天

満
宮
で
現
在
も
動
い
て
い
る
。 

川
口
市
太
郎 

か
わ
ぐ
ち
・
い
ち
た
ろ
う
：
Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
ｐ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ
は
「
松

太
郎
」
と
す
る
が
、
本
稿
は
一
九
〇
六
年
二
月
二
十
五
日
刊
行
『
統
計
集
誌

第
二
九
九
号
」
掲
載
の
統
計
局
庁
・
花
房
直
三
郎
の
解
説
に
従
う
。 

「
川
口
式
電
気
集
計
機
は
逓
信
技
師
川
口
市
太
郎
氏
の
発
明
せ
る
所
な
り
」

「
此
の
機
械
の
研
究
に
当
り
最
も
困
難
を
感
じ
た
る
は
一
方
に
於
て
川
口
氏

は
独
り
ホ
ル
レ
リ
ス
氏
の
機
械
を
目
撃
し
た
る
こ
と
な
く
且
つ
其
の
機
械
の

内
部
の
構
造
を
知
る
べ
き
材
料
を
有
せ
ざ
る
の
み
な
ら
ず
統
計
製
表
の
技
術

に
至
り
て
も
曾
て
之
を
見
聞
せ
し
こ
と
な
き
が
故
に
機
械
の
製
作
に
重
要
な

る
計
器
の
配
当
、
分
類
函
の
用
否
は
予
等
之
を
立
案
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
而
し

て
予
及
関
村
重
両
属
は
機
械
並
に
電
気
の
知
識
を
欠
け
る
を
以
て
双
方
共
に 

暗
中
物
を
探
る
の
感
あ
り
然
る
に
川
口
氏
は
終
に
能
く
此
の
暗
中
よ
り
之
を

案
出
し
而
し
て
其
の
成
る
所
の
機
械
は
之
を
ホ
ル
レ
リ
ス
氏
の
新
式
に
比
す

れ
ば
遠
く
及
ば
ず
と
雖
其
の
旧
式
並
び
澳
国
式
に
比
す
れ
ば
或
る
点
に
於
て

優
れ
る
所
あ
る
が
如
き
結
果
を
得
た
り
即
ち
此
の
機
械
を
以
て
之
を
川
口
氏

の
発
明
と
し
特
に
川
口
氏
の
名
称
を
附
す
る
に
躊
躇
せ
ざ
る
所
以
な
り
」 

田
中
久
重 

た
な
か
・
ひ
さ
し
げ
／
１
７
９
９
〜
１
８
８
１
。
父
親
は
鼈
甲

細
工
師
だ
っ
た
。
通
名
は
儀
右
衛
門
。
久
留
米
絣
の
織
機
や
様
ざ
ま
な
か
ら

く
り
人
形
を
考
案
し
た
。
京
都
で
天
文
学
、
大
阪
で
蘭
学
を
学
び
、
鍋
島
藩

で
蒸
気
船
「
電
流
丸
」
の
蒸
気
機
関
を
製
作
し
た
。 

金
子
庄
右
衛
門 

か
ね
こ
・
し
ょ
う
え
も
ん
／
１
８
４
６
〜
１
９
０
５
。
本

名
は
金
子
庄
八
。二
代
目
田
中
久
重
。初
代
久
重
と
と
も
に
一
八
七
三
年（
明

治
六
）
東
京
・
京
橋
に
田
中
製
作
所
を
設
立
し
た
。
こ
れ
が
芝
浦
製
作
所
（
の

ち
東
京
芝
浦
電
気
、
東
芝
）
の
前
身
と
な
っ
た
。 

大
本
寅
治
郎 

お
お
も
と
・
と
ら
じ
ろ
う
：「
寅
次
郎
」と
す
る
表
記
も
あ
る
。

本
書
は
株
式
会
社
タ
イ
ガ
ー
の
資
料
に
依
っ
た
。 

大
冶
鉄
山 

中
国
・
湖
北
省
大
冶
（D

àyě

）
に
あ
る
。
張
之
洞
が
ド
イ
ツ
資

本
で
採
掘
し
た
。
伊
藤
博
文
と
で
意
気
投
合
し
、
日
本
か
ら
コ
ー
ク
ス
を
輸

入
す
る
代
わ
り
に
八
幡
製
鉄
に
鉄
鉱
石
を
供
給
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。 

手
廻
し
式
計
算
器
の
メ
ー
カ
ー 

太
陽
計
算
器
、富
士
星
計
算
器
製
作
所（
の

ち「
日
本
計
算
器
」さ
ら
に
の
ち「
ビ
ジ
コ
ン
」と
改
称
）、東
京
芝
浦
電
気
、

コ
ロ
ナ
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
務
機
械
、
日
本
事
務
機
製
造
、
カ
シ
オ
計
算
機
な

ど
が
あ
っ
た
。 
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